
（別紙４）

〜 2024年 10⽉ 4⽇
（対象者数） 10 （回答者数） 10

〜 2024年 11⽉ 20⽇
（対象者数） 1名 （回答者数） 1名

〜 2024年 10⽉ 31⽇
（対象数） 5施設 （回答数） 4施設

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後もカンファレンス内で、多職種職員と情報共有を⾏い
ながらより良い⽀援に繋げていきます。

2

訪問先施設や他施設（利⽤児童が他事業所も併⽤して利⽤
している場合）、他施設との連携し保護者と情報共有を⾏
いながら、より良い⽀援に繋げていきます。

3

訪問先施設の先⽣⽅との情報共有を密に⾏い、必要な⽀援
を提案し、より良い療育に繋げていきます。
訪問先施設の先⽣⽅が相談しやすい関係性を築きながら
トラブル発⽣時や緊急な事案の場合は、早急に対処できる
ようにしていきます。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

今後、⼈員の増員等の検討も考えていきます。
保護者の要望と訪問先の先⽣⽅との事前の情報収集を通し
て必要性を判断し、必要な訪問頻度・回数を決定していき
ます。必要があれば、担当者会議等開催し、保護者、事業
所、園や学校等と連携し利⽤児童が円滑に⽣活が送れるよ
う⽀援に努めます。

2

必要に応じて、次回訪問時に課題や配慮が必要と思われる
内容について⽂書で伝え、当事業所から積極的に情報共有
を⾏っていきます。
状況に応じて、フィードバックの⽅法を検討し、訪問先の
先⽣⽅が事業所に対して相談しやすい関係性を築けるよ
う、努めていきます。

○事業所名 こども発達⽀援センターポレポレの⽊（保育所等訪問⽀援）

○保護者評価実施期間 2024年 9⽉ 1⽇
○保護者評価有効回答数

2024年 9⽉ 1⽇
○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2025年 2⽉ 10⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数
○訪問先施設評価実施期間 2024年 9⽉ 1⽇

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

多機能事業所であり、⼩規模のため担当職員が児童発達⽀援
事業と放課後等デイサービス事業も兼務しているため
訪問⽀援の⽇程調整が難しい。
訪問⽀援時間の確保、調整が難しい。

当事業所は、⾮常勤職員が⼤半であり限られた⼈員の中で
訪問⽀援を⾏っている。
訪問⽀援の⽇程調整など事業所から訪問先施設への連絡の
時間確保が難しい。

訪問先の先⽣⽅との訪問時以外の情報の共有やフィードバッ
クの時間の確保が難しい。（特に⼩学校）

訪問先の先⽣⽅と訪問時のフィードバックの時間を確保し
たいが、先⽣⽅も忙しく放課後の限られた時間でしか対応
が難しい。

専⾨職種が訪問に⾏くことにより、利⽤児童が園や学校で過
ごす中で多⾓的な視点での評価や⽀援を提供する事ができ
る。

専⾨職種が情報提供する事で、⽀援内容の⾒直しを各専⾨性
の意⾒を踏まえて⾏う事ができる。

多機能型（児童発達⽀援・放課後等デイサービス）である
ため保育所等訪問⽀援において、通所時の利⽤児の様⼦を園
や学校等の先⽣⽅と情報共有を⾏う事ができる。
（対象児が児童発達⽀援事業や放課後等デイサービス事業
を利⽤している場合）

児童発達⽀援・放課後等デイサービスの状況も合わせた
評価や⽀援プログラムの作成を⾏っている。
保育所等訪問⽀援のみ利⽤する児童の保護者に対しては、電
話や事業所への来所等にて⽀援内容や園や学校の様⼦や課題
を説明し共通理解をしていただいている。

訪問先施設の先⽣⽅の当事業所評価や満⾜度が⾼い。 訪問対象児童以外の児童に対しても、アドバイスや相談等
必要があれば、積極的に対応している。
訪問先施設の先⽣⽅が相談しやすい関係性を築けるように
利⽤児童に対して、当事業所との情報共有を密に⾏ってい
る。

事業所における⾃⼰評価総括表公表



（別紙５）

こども発達⽀援センターポレポレの⽊（保育所等訪問⽀援）
公表⽇   2025年   2⽉  10⽇

利⽤児童数 １０名 回収数 １０名

チェック項⽬ はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意⾒

1 訪問⽀援に使⽤する教具教材が整えられていますか。

10 1 0 3

2 プライバシーに配慮された⾯接室等が整えられていますか。

8 1 0 1

3 事業の⽬的が適切に説明されていると思いますか。

9 0 0 1

4
保育所等訪問⽀援の頻度や時間について、相談の上決定されています
か。

10 0 0 0

5
こどもの状態に応じた⽀援が提供できる職員（職種や⼈数）体制だと思
いますか。

8 0 0 2

6
こどものことを⼗分に理解し、こどもの特性等に応じた専⾨性のある⽀
援が受けられていると思いますか。 

10 0 0 0

7
こどものことを⼗分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、保育所等訪問⽀援計画（個別⽀援計画）が作成されて
いると思いますか。 10 0 0 0

⼿作り補助具（椅⼦）を作って頂きました。

8
保育所等訪問⽀援計画（個別⽀援計画）には、訪問先施設や担任等の意
向が盛り込まれていると思いますか。

9 0 0 1

9
保育所等訪問⽀援計画には、保育所等訪問⽀援ガイドラインの「保育所
等訪問⽀援の提供すべき具体的内容」も踏まえながら、具体的な⽀援内
容が設定されていると思いますか。 8 1 0 1

10 保育所等訪問⽀援計画に沿った⽀援が⾏われていると思いますか。

10 0 0 0

11
保育所等訪問⽀援を実施する際、訪問先施設に配慮した⽀援が⾏われて
いると思いますか。

10 0 0 0

12
事業所を利⽤する際に、運営規程、利⽤者負担等について丁寧な説明が
ありましたか。

9 0 0 1

13
「保育所等訪問⽀援計画」を⽰しながら、⽀援内容の説明がなされまし
たか。

9 0 0 1

14
事業所では、家族に対して家族⽀援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が⾏なわれていま
すか。 9 1 0 0

15
必要なときにこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の
状況、課題について共通理解ができていると思いますか。

10 0 0 0

16 定期的に、⾯談や⼦育てに関する助⾔等の⽀援が⾏われていますか。

9 0 0 1

17 事業所の職員から共感的に⽀援をされていると思いますか。

10 0 0 0

18

こどもや家族からの相談や申⼊れについて、対応の体制が整備されてい
るとともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて
周知・説明され、相談や申⼊れをした際に迅速かつ適切に対応されてい
ますか。 10 0 0 0

19
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされている
と思いますか。

9 0 0 1

20
事業所は、訪問先施設からの相談等に適切に応じ、必要な助⾔と⽀援が
⾏われていると思いますか。

9 1 0 0

事業所名

ご意⾒を踏まえた対応

保
護
者
へ
の
説
明
等

お⼦さまに合わせた⽀援として補助具なども
作成しております。今後も必要に応じてより
良い⽀援が提供できるよう努めます。

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
⽀
援
の
提
供

保護者からの事業所評価の集計結果公表



（別紙５）

こども発達⽀援センターポレポレの⽊（保育所等訪問⽀援）
公表⽇   2025年   2⽉  10⽇

利⽤児童数 １０名 回収数 １０名

チェック項⽬ はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意⾒

事業所名

ご意⾒を踏まえた対応

保護者からの事業所評価の集計結果公表

21
保育所等訪問⽀援を実施した際に、訪問先施設と訪問⽀援の内容につい
て話し合いが⾏われていると思いますか。

10 0 0 0

22
保育所等訪問⽀援を実施した際に、保護者に対して適切に共有がなされ
ていると思いますか。

10 0 0 0

23
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や連絡体制等の情報
や業務に関する⾃⼰評価の結果をこどもや保護者に対して発信されてい
ますか。 6 0 2 2

24 個⼈情報の取扱いに⼗分に留意されていると思いますか。

10 0 0 0

25
事業所では、緊急時の対応について訪問先施設と連携し、実践できるよ
うにしていると思いますか。

6 1 0 3

26
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される
等、安全の確保が⼗分に⾏われた上で⽀援が⾏われていると思いますか
 。 8 1 0 1

27 こどもは訪問⽀援を嫌がっていませんか。

10 0 0 0

28 事業所の⽀援に満⾜していますか。

10 0 0 0

保
護
者
へ
の
説
明
等

⾮
常
時
等
の
対
応

満
⾜
度
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公表⽇

利⽤施設数

チェック項⽬ はい
どちらとも
いえない

いいえ ご意⾒ ご意⾒を踏まえた対応

1
訪問⽀援員からの助⾔や説明は、具体的でわかりやすく、
取り⼊れやすいものですか。

5 0 0

専⾨の⽅の知識は、私達にはない提案でとても助けられ
た。対象児の発達に適した助⾔を下さるので、取り⼊れや
すく助かっている。対象児に合わせた⽀援の仕⽅を「例え
ば」と具体例を挙げて下さるためイメージを広げやすく分
かりやすい。

訪問先の先⽣⽅の意⾒をお聞きしながら
利⽤児童に合わせた⽀援を先⽣⽅と⼀緒に
考えていきます。

2
訪問⽀援員の⽀援に対する知識・技術等に満⾜しています
か。

5 0 0

今までの経験などから助⾔を頂くことがで
き、満⾜している。

これからも先⽣⽅のご協⼒を得ながら
利⽤児にとってより良い⽀援を考えていき
ます。

3
訪問⽀援員は質問に対して、適時・適切に回答してくれて
いますか。

5 0 0

その時々に応じた対応を教えて下さるので、
すぐに試す事ができたり、就学についての相
談にもアドバイスを下さったりするので有難
い。

先⽣⽅にとって相談しやすい環境や関係性
を継続すると共に迅速に対応できるよう
⽀援していきます。

4
保育所等訪問⽀援を利⽤したことで、課題や困りごとが解
消または軽減されましたか。

4 1 0

打楽器遊び字、その⼦に合った楽器を提案して下さり、喜
んで参加する事ができ、全体保育をスムーズに進める事が
出来た。困り事に対して教えて頂ける事はとても有難い。
ただ、個別で⽀援していくとはいえ集団⽣活の中では難し
い部分もある事が現状です。

園等、⼤⼈数の集団⽣活の中でのより良い⽀援を提供す
るのは難しい部分があるとは思います。先⽣⽅の負担が
なく利⽤児に合った⽀援ができるよう先⽣⽅の意⾒もお
聞きしながら共に⽀援を考えていく事ができるよう努め
ます。

5 事業所からの⽀援に満⾜していますか。
5 0 0 ⼗分に満⾜している。

これからも先⽣⽅のご協⼒を得ながら継続
してより良い⽀援を提供できるよう⽀援し
ていきます。

・訪問される時期や頻度も丁度良く、ハサミやコミュニケーションに対するアドバイスがとても分かりやす
 いです。
 保護者の⽅の「安⼼します」「とても成⻑を感じます」とおっしゃっていて嬉しく思います。いつも
 ありがとうございます。
・保育所等訪問⽀援事業でお世話になっている⼦どもの周りの⼦ども達の事も含め、⾒て頂いておりとても
 参考になり、ありがたく思っております。
・関わり⽅や⽀援⽅法など具体的に伝えて下さる事で⼼強く感じている。事業所での様⼦を保護者の⽅の事
 も含め、知らせて下さり共有出来ています。

・保育所等訪問⽀援にて訪問させて頂いている保育園等の先⽣⽅には、訪問時にはいつも丁寧な対応と
 ご協⼒をいただき感謝しております。
 お忙しい中、療育にご理解頂き、またご丁寧なアンケートの返信を頂きありがとうございます。
 今後とも、当事業所、保育所等、保護者との連携を⾼め療育⽀援を継続していきたいと思います。
 保育所等訪問先の先⽣⽅が、相談しやすい関係性を継続すると共に保護者や利⽤児に対しより良い
 ⽀援ができるよう努めます。

こども発達⽀援センターポレポレの⽊

     2025年   2⽉   10⽇

 6施設               回収数  5施設

その他のご意⾒ ご意⾒を踏まえた対応

事業所名

訪問先施設からの事業所評価の集計結果公表
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こども発達⽀援センターポレポレの⽊(保育所等訪問⽀援）
公表⽇      2025年  2⽉  10⽇

チェック項⽬ はい いいえ
⼯夫していると思う点・改善が必要だと

思われる点など
課題や改善すべき点

1 訪問⽀援に使⽤する場合の教具教材は適切であるか。

1 0

事前に対象児を評価し発達段階に⾒合った内容の教材や
⽀援ツールの提供を⾏っている。

個々の発達段階に応じた教材を提供していきます。

2 利⽤希望者に対して、職員の配置数は適切であるか。

1 0

訪問⽀援職員は、事業所の療育⽀援も兼務しているた
め、出来る範囲の件数の訪問⽀援を⾏っている。

限られた⼈員の中で、保護者の要望と訪問先の先⽣⽅と
の事前会議を通して⽀援の必要性を考えていきます。

3
業務改善を進めるためのPDCA サイクル(⽬標設定と振り返り)
に、広く職員が参画しているか。

0 1

主に訪問担当職員のみで実施する事が多い。
⽀援していく中で振り返りを⾏い、検討事案がある場合
は、ミーテイング内で検討している。

業務改善を進めるために、訪問担当職員以外の職員も参
画できる体制整備に努めます。

4
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設
けており、その内容を業務改善につなげているか。

1 0

保護者向け評価表と事業所⽤アンケート結果を
踏まえ、会議を開催し業務改善点について検討してい
る。

今後も保護者と相談できる時間を設け、保護者の意向を
把握できる機会を作るよう努めます。

5
従業者の意⾒等を把握する機会を設けており、その内容を業務改
善につなげているか 。

1 0

２回/⽉ ミーティングを設けており、意⾒等発信でき
る場はある。

ミーテイング内での検討事案に対しては、それぞれの意
⾒を集約し業務改善につなげられるよう努めます。

6
第三者による外部評価を⾏い、評価結果を業務改善につなげてい
るか。

1 0

⾃⼰評価、法⼈内、他事業所⽬線での評価はしている
が、外部評価はできていない。

今後、第三者による評価については検討していきます。

7
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法⼈内等
で研修を開催する機会が確保されているか。

1 0

研修機会があれば、進んで参加している。
外部研修等に参加した職員はミーティング内で
研修報告を⾏い共有している。

引き続き、研修会の確保・継続に取り組んでいきます。

8
個々のこどもに対してアセスメントを適切に⾏い、こどもと保護
者のニーズや課題を客観的に分析した上で、保育所等訪問⽀援計
画を作成しているか。 1 0

アセスメントを⾏う際に、保護者からのニーズや課題を
聞き取り、⼦どもの状態に合わせた計画
⽴案・作成している。

引き続き丁寧な⽀援が⾏えるように準備していきます。

9
保育所等訪問⽀援計画を作成する際には、児童発達⽀援管理責任
者だけでなく、こどもの⽀援に関わる職員が共通理解の下で、こ
どもの最善の利益を考慮した検討が⾏われているか 。 1 0

⼦どもの⽀援に関わる職員が、複数の視点での
⽀援が反映されるよう⼦どもや保護者のニーズに合わせ
具体的⽀援な計画を作成しています。

⼦どもの最善の利益を尊重し、⼦ども達が安⼼
して楽しく通える事業所を職員⼀同で⽬指していきま
す。

10
保育所等訪問⽀援計画を作成する際には、訪問先施設の担当者等
と連携し、訪問先施設や担任等の意向を盛り込んでいるか。

1 0

訪問先施設の先⽣⽅の意⾒も取り⼊れなが
ら⽀援計画を作成している。

訪問先施設の先⽣⽅の意向も取り⼊れながら利⽤児童が
園や学校⽣活をスムーズに送れる様な⽀援計画を作成で
きるよう努めます。

11
保育所等訪問⽀援計画が職員間に共有され、計画に沿った⽀援が
⾏われているか 。

1 0

⽀援計画を基に、⽇々の⽀援を実施している。⽀援内容
について、⽇々のミーテイングで確認すると共に児童発
達⽀援管理責任者による⽇々の⽀援内容の確認（モニタ
リング・記録の確認）などを実施している。

今後も必要に応じて担当職員と⽀援内容について情報共
有し、適切な⽀援の計画⽴案・⽀援に努めていきます。

12
こどもの適応⾏動の状況を、標準化されたツールを⽤いたフォー
マルなアセスメントや、⽇々の⾏動観察なども含むインフォーマ
ルなアセスメントを使⽤する等により確認しているか。 1 0

必要に応じて標準化されたされたツールのフォーマルア
セスメントを使⽤している。

インフォーマルアセスメントの使⽤については
期間、使⽤ソールなども検討しながら使⽤していきま
す。

13
保育所等訪問⽀援計画には、保育所等訪問⽀援ガイドラインの
「保育所等訪問⽀援の具体的内容」も踏まえながら、具体的な⽀
援内容が設定されているか。 1 0

保育所等訪問⽀援のガイドラインを踏まえ⼦どもの特性
等に応じた集団⽣活の環境調整や活動の流れの変更・⼯
夫を⾏いながら進めている。

今後も保育所等訪問⽀援ガイドラインを踏まえながら、
⽀援内容を検討していきます。

14
保育所等訪問⽀援計画が職員間で共有され、計画に沿った⽀援が
⾏われているか。

1 0

⽀援計画を基に、⽇々の⽀援を実施している。⽀援内容
について、⽇々のミーテイングで確認すると共に児童発
達⽀援管理責任者による⽇々の⽀援内容の確認（モニタ
リング・記録の確認）などを実施している。

今後も適切な⽀援の計画⽴案と療育⽀援に努めていきま
す。

15
⽀援開始前には職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われる⽀援
の内容や役割分担について確認し、チームで連携して⽀援を⾏っ
ているか。 0 1

⼩規模の事業所であり、療育⽀援を兼務しているため、
主に1名で訪問⽀援を実施している。検討事案や多職種
の意⾒が必要な時は、ミーティング等で⽀援内容につい
て検討する機会を設けている。

検討事案や多職種の意⾒が必要な時は、
ミーティング等で⽀援内容について検討し、連携して⽀
援を⾏っていきます。

16
⽀援終了後には、職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われた⽀
援の振り返りを⾏い､気付いた点等を共有しているか。

0 1

⼩規模の事業所であり療育⽀援を兼務し、主に1名で訪
問⽀援を実施している。そのため、⽀援の振り返り等も
担当職員が1⼈で⾏っている。⽀援内容に関しては、児
童発達⽀援管理責任者が⽀援内容を確認している。

⽀援内容に対して検討事案や多職種の意⾒が必要な時
は、ミーティング等で⽀援内容について検討し、連携し
て⽀援を⾏っていきます。

17
保育所等訪問⽀援を実施する際、訪問先の理念や⽀援⼿法を尊重
して⽀援を⾏っているか。

1 0

訪問⽀援を実施する際、必ず訪問先施設の先⽣⽅の対象
児童の対応の仕⽅や訪問先の⽅針などを尊重、確認しな
がら相互に理解した上で⽀援を⾏っている。

訪問先との連携を密にし、訪問先の理念や⽀援⼿法を尊
重しながらより良い⽀援を提供できるよう努めます。

18
毎回の⽀援に関して、記録を取ることを徹底し、⽀援の検証・改
善に繋げているか。

1 0

訪問⽀援に関して、毎回記録を記載し訪問先にも記録⽤
紙を渡している。記録を通して⽀援員がアセスメント
し、児童発達⽀援管理責任者が⽀援記録の確認をしてい
る。

今後も継続して記録を通して⽀援の検証・改善に努めて
まいります。
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19
定期的に保護者や訪問先の意向の確認やモニタリングを⾏い、保
育所等訪問⽀援計画の⾒直しの必要性を判断し、適切な⾒直しを
⾏っているか。 1 0

定期的に訪問先の先⽣⽅の意向を聞き、保護者の意向も
踏まえ、定期的にモニタリングを実施した上で計画の⾒
直しを⾏っている。

今後も引き続き、より良い⽀援が提供できるよう⽀援計
画の適切な⾒直しを⾏っていきます。

20
障害児相談⽀援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議
に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

1 0

可能な限り、児童発達⽀援管理責任者や担当療育⽀援
者、訪問⽀援職員が参加している。

今後も継続して担当者会議に参画していくよう
努めます。

21
地域の保健、医療（主治医や協⼒医療機関等）、障害福祉、保
育、教育等の関係機関と連携して⽀援を⾏う体制を整えている
か。 1 0

医療については、法⼈を同じくする⼩児科（野間こども
クリニック）と連携⽀援を⾏っている。
必要に応じ他の関係機関との連携は図っている。

今後も引き続き専⾨機関との連携・⽀援体制を
整えていきます。

22
就学時の移⾏の際には、⼩学校や特別⽀援学校(⼩学部)との間
で、⽀援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

1 0

就学前の移⾏時には、当事業所利⽤児には全員連携⽀援
をして頂くよう案内している。就学の⽀援内容について
も必要があれば、事前会議等で情報共有している。

利⽤児童が、就学先で穏やかに過ごし、適切な
⽀援が受けられるよう就学先と情報共有し連携⽀援に努
めます。

23
質の向上を図るため、積極的に専⾨家や専⾨機関等に助⾔を受け
たり、職員を外部研修に参加させているか。

1 0

職員が希望する研修は、それぞれが参加しており専⾨機
関等に助⾔や他施設の意⾒や考え⽅等を聴く機会もあ
る。

当事業所の⽀援の質の向上を図るため、積極的な
外部研修の参加を促します。

24
(⾃⽴⽀援)協議会⼦こども部会や地域の⼦ども・⼦育て会議等へ
積極的に参加しているか。

0 1

今年度は、⼦ども部会に児童発達管理責任者のみ参加さ
せて頂いた。案内や参加依頼があれば、出来る限り参加
させて頂きたいと思っている。

機会があれば、⼦ども部会や会議等に参加させて頂きた
いと思っています。

25
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況
や課題について共通理解を持っているか。

1 0

訪問⽀援内容を定期的に保護者に報告し、説明を⾏って
いる。また、保護者のニーズに合わせ、
課題等共通理解をしている。

訪問⽀援では保護者にお会いする機会が少ないが、電話
や⽇程調整し来所して頂くなどできるだけ保護者と話す
時間を設けるよう努めます。

26
家族の対応⼒の向上を図る観点から、家族に対して家族⽀援プロ
グラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修
の機会や情報提供等を⾏っているか。 1 0

個別の相談だけではなく、家族⽀援プログラム
としてペアレントトレーニングを毎年、年に
1回開催している。

今後も継続して取り組んでいきます。

27 運営規程、利⽤者負担等について丁寧な説明を⾏っているか。

1 0

契約時にサービス利⽤契約書や重要事項説明書をもと
に、説明している。

今後も丁寧な説明に努めてまいります。

28
訪問先施設に対し、事業の趣旨や訪問⽀援の⽬的等について適切
に説明を⾏っているか。

1 0

訪問⽀援を開始する前には、必ず訪問先施設に
連絡、訪問し事業の趣旨や訪問⽬的等を説明
している。

今後も丁寧な説明に努めてまいります。

29
保育所等訪問⽀援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思
の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど
もや家族の意向を確認する機会を設けているか 。 1 0

保護者のニーズやヒアリングを基に課題に沿った⽀援計
画を作成している。

今後も保護者の皆様のニーズやお⼦さまの意向も踏ま
え、お⼦さまや保護者の意思の尊重を⼤切にし、⽀援し
ていきます。

30
「保育所等訪問⽀援計画」を⽰しながら⽀援内容の説明を⾏い、
保護者から保育所等訪問⽀援計画の同意を得ているか。

1 0

「保育所等訪問⽀援計画」を⽤いて⽀援内容の
説明を保護者に⾏い、同意を得て署名をしていただいて
いる。

引き続き、今後も丁寧な説明に努めてまいります。

31
定期的に、家族等からの⼦育ての悩み等に対する相談に適切に応
じ、必要な助⾔と⽀援を⾏っているか。

1 0

定期的な家族との⾯談や相談時間を設けている。
家族等からの⼦育ての悩みに対する相談があれば
必要に応じて相談の時間を設ける事も⾏っている。

必要性があれば、定期的な⾯談以外のご相談にも
適切に応じる事ができるよう努めます。

32

⽗⺟の会の活動を⽀援することや、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同⼠で交流する機会を設ける等の⽀援をしているか。
また、きょうだい同⼠で交流する機械を設ける等の⽀援をしてい
るか。 0 1

保育所等訪問⽀援のみ利⽤されている保護者は保護者同
⼠の交流は⾏えていない。定期的に各保護者の⾯談を実
施し、随時⽣活課題やニーズ悩みについて確認を⾏い、
必要に応じて助⾔や⽀援を実施し、お互いに協⼒し合う
姿勢で⽀援を⼼がけている。

訪問⽀援のみ利⽤の場合は、保護者同⼠が交流する機会
を持つことは少ないが、保護者の希望に応じて対応を検
討します。

33
こどもや保護者からの相談や申⼊れについて、対応の体制を整備
するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申⼊れがあった
場合に迅速かつ適切に対応しているか。 1 0

⼦どもの特性や保護者に配慮し、意思の伝達や
相談に対して速やかに対応するよう努めている。

相談体制について、周知に努めていくと共により
良い⽅法を検討していきます。

34
定期的に通信等を発⾏することや、HPやSNS等を活⽤することに
より、活動概要や連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発
信しているか。 0 1

定期的な会報の発⾏等は⾏っていない。
ホームページやパンフレット等で活動概要を開⽰してい
るのみである。

SNS等での保護者への発信の検討や新システムの
導⼊も検討しております。

35 個⼈情報の取扱いに⼗分留意しているか。

1 0

個⼈情報の取り扱いは法令遵守するよう努めてい
ます。個⼈情報を他機関と共有する場合は、保護者に確
認と了承を得ている。

引き続き、⼗分な配慮や注意を払い対応して
いきます。

36
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配
慮をしているか。

1 0

必要に応じて、⼝頭だけでなく書⾯に書いて情報を提供
するなどの配慮を⾏っている。

今後も継続して取り組んでいきます。
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37
訪問⽀援に加え、訪問先からの相談等に適切に応じる体制を整
え、必要な助⾔や⽀援を⾏っているか。

1 0

訪問先から担当児童以外の事での相談を受ける事もあ
り、必要性に応じて適切に助⾔や⽀援を⾏っている。

訪問先⽀援の評価も含め、訪問先から相談しやすい関係
性を継続できるよう⽀援に努めます。

38
保育所等訪問⽀援の実施後に、訪問先施設とカンファレンスを
⾏っているか。

1 0

訪問⽀援実施後には、先⽣⽅の時間があれば、フィード
バックを⾏うよう⼼がけている。訪問⽀援後に必ず訪問
記録⽤紙をお渡しするようにしている。

今後も引き続き、訪問先施設と連携し、情報共有できる
よう努めます。

39
保育所等訪問⽀援の実施後に、家族等へ適切に⽀援内容等の共有
を⾏っているか。

1 0

訪問⽀援実施後の報告については、必ず保護者へ
対⾯や電話等で報告し、⽀援内容等の共有を
⾏っている。

今後も丁寧な説明に努めてまいります。

40 個⼈情報の取扱いに⼗分留意しているか。

1 0

個⼈情報の取り扱いは法令遵守するよう努めています。
個⼈情報を他機関と共有する場合は、保護者に確認と了
承を得ている。

引き続き、個⼈情報に関して⼗分な配慮や注意を払い対
応していきます。

41
訪問先施設からの相談に適切に応じ、信頼関係を築きながら、専
⾨的な助⾔を⾏っているか。

1 0

訪問先施設からの相談に対して、専⾨的な⽴場から助⾔
等⾏い、訪問先の先⽣⽅が負担にならない
⽀援を提案している。

今後も引き続き、訪問先施設と連携し、信頼関係を築け
るよう努めていきます。

42
事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとと
もに、発⽣を想定した訓練を実施しているか。 1 0

各マニュアルは、⽞関にファイルを置いており、いつで
も閲覧できるようにしている。
保育所等訪問⽀援のみ契約の利⽤児童は、訓練等に参加
する機会はない。

各マニュアルを策定し、ミーテイングで対応⽅法等の確
認を⾏っています。周知・訓練について⽇々改善に努め
ます。

43
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な
措置を講じる等、安全管理が⼗分された中で⽀援が⾏われている
か。 1 0

安全計画を作成し、計画に基づき⽀援を⾏っている。 今後も継続して⾏っていきます。

44
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防⽌に向けた⽅策につい
て検討をしているか。

1 0

ヒヤリハットが発⽣した場合は、報告書を作成し
職員間で回覧し共有している。再発防⽌について
ミーテイング内で検討している。

今後も継続してヒヤリハット事案について検討し、再発
防⽌に努めてまいります。

45
虐待を防⽌するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応
をしているか。

1 0

毎年、虐待防⽌の研修機会の案内は⾏っており
積極的に研修の参加を促している。

虐待防⽌に関する研修（外部研修も含む）積極的に参加
でできる機会を作り、職員の意識向上に
努めます。

46
どのような場合にやむを得ず⾝体拘束を⾏うかについて、組織的
に決定し、こどもや保護者に事前に⼗分に説明し了解を得た上
で、児童発達⽀援計画に記載しているか。 1 0

基本的に、保育所等訪問⽀援では間接的⽀援が主で、利
⽤児童に直接⽀援することは稀である。園の先⽣⽅と共
に実施したり、指導する事が主である。

やむを得ず⾝体拘束を⾏う場合がある時は、⾝体拘束に
おけるマニュアルを基に検討し必要時は
⽀援計画に記載します。
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